
ミ
ュ
オ
ン
で
視
る

三
宅
康
博 

名
誉
教
授

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）

江
戸
時
代
の
小
判
と
丁
銀
に
施
さ
れ
た

表
面
処
理
技
術
の
変
遷
と
系
譜

齋
藤
努 

教
授
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

中
国
古
代
青
銅
器
の
科
学
調
査

廣
川
守 

館
長
（
泉
屋
博
古
館
）

文
理
融
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
般
講
演
会

量
子
ビ
ー
ム
で
歴
史
を
探
る

ー
加
速
器
が
紡
ぐ
文
理
融
合
の
地
平
ー

　

丁
銀
の
中
身
は
純
銀
な
の
か
？ 

そ
れ
を
調
べ
る
た
め
に
貴
重
な

丁
銀
を
切
断
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
実
は
ミ
ュ
オ
ン
や
Ｘ

線
な
ど
の
量
子
ビ
ー
ム
を
用
い
る
こ
と
で
、
壊
さ
ず
に
文
化
財
の

内
部
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ミ
ュ
オ
ン
と
は
何
か
。
ミ
ュ

オ
ン
ビ
ー
ム
や
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

ど
ん
な
原
理
で
文
化
財
の
内
部
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

ミ
ュ
オ
ン
ビ
ー
ム
で
丁
銀
を
、Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
で
中
国
古
代
青
銅
器
を
調

べ
る
こ
と
で
何
が
分
か
っ
た
の
か
を
、
最
先
端
の
研
究
者
が
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

講

演

者

日　
　

時　

11
月
3
日 

（
金
・
祝
） 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
55
分

場　
　

所　

オ
ン
ラ
イ
ン

参

加

料　

無
料
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

定　
　

員　

４
５
０
名　

お
申
込
み　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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宝
永
四
ツ
宝
丁
銀
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

銀
が
20
％
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
低
品
位
の
丁
銀
。

現
存
数
が
少
な
い

宝
永
四
ツ
宝
丁
銀
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

銀
が
20
％
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
低
品
位
の
丁
銀
。

現
存
数
が
少
な
い

虎
卣　
殷
後
期
（
前
11
世
紀
）（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

後
肢
で
立
つ
虎
が
人
を
抱
え
、
丸
の
み
に
す
る
か

の
よ
う
な
不
思
議
な
造
形
を
表
す
器

虎
卣　
殷
後
期
（
前
11
世
紀
）（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

後
肢
で
立
つ
虎
が
人
を
抱
え
、
丸
の
み
に
す
る
か

の
よ
う
な
不
思
議
な
造
形
を
表
す
器

こ
ゆ
う

こ
ゆ
う

文
理
融
合

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
般
講
演
会

十
一
月

三
日　
　

）

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン


